
(57)【要約】

【解決手段】少なくとも１つのチャネルについて上限値

及び／又は下限値が設定できて、これらの限界値に達し

た場合には検出チャネルの作動態様に変化が現われ、ま

た好ましいことに、検出チャネルが遮断され、又はその

増幅が変更され、又は照明パラメータ変更のために光源

への再連結がなされる、又は検出チャネルの信号が追加

加工に於いては顧慮されないままであるという、複数検

出チャネルにおける照明試料の光学的検出方法。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ つ の チ ャ ネ ル に つ い て 上 限 値 及 び ／ 又 は 下 限 値 が 設 定 で き て 、 こ れ ら の 限 界
値 に 達 し た 場 合 に は 検 出 チ ャ ネ ル の 作 動 態 様 に 変 化 が 現 わ れ る 、 複 数 検 出 チ ャ ネ ル に お け
る 照 明 試 料 の 光 学 的 検 出 方 法
【 請 求 項 ２ 】
検 出 チ ャ ネ ル が 遮 断 さ れ 、 又 は そ の 増 幅 が 変 更 さ れ 、 又 は 照 明 パ ラ メ ー タ 変 更 の た め に 光
源 へ の 再 連 結 が な さ れ 、 又 は 検 出 チ ャ ネ ル の 信 号 が 追 加 加 工 に お い て は 顧 慮 さ れ な い ま ま
で あ る と い う 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ３ 】
照 明 及 び 検 出 が ポ イ ン ト 毎 に 行 な わ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ４ 】
照 明 及 び 検 出 が 平 行 移 動 に よ り 行 わ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ５ 】
マ イ ク ロ 滴 定 プ レ ー ト が 照 明 さ れ 、 検 出 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ６ 】
試 料 か ら 放 出 さ れ た 光 が ス ペ ク ト ル 分 割 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の １ 項 に 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ７ 】
ス ペ ク ト ル 分 割 の た め に 分 散 素 子 が 設 置 さ れ て い て 、 そ の 後 に マ ル チ チ ャ ネ ル 検 出 器 が 配
置 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
レ ー ザ 走 査 型 顕 微 鏡 の 場 合 、 試 料 の 照 明 及 び 励 起 に 、 様 々 な 波 長 の レ ー ザ が 使 用 さ れ 、 試
料 か ら 出 る 光 も 、 照 明 及 び 試 料 の 物 質 に 依 存 し て 様 々 な 波 長 を 有 し て い る （ 蛍 光 ） 。 試 料
か ら 戻 っ て く る 光 は 、 画 像 描 写 の 方 法 で 測 定 さ れ 、 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ｎ 基 チ ャ ネ ル 型 シ ス テ ム の 場 合 は 、 実 際 に は ど の チ ャ ネ ル で デ ー タ 取 得 で き る の か を 確 認
す る た め に は 、 す べ て の チ ャ ネ ル を 評 価 し な け れ ば な ら な い 。
顕 微 鏡 装 置 で は 、 通 常 、 画 像 評 価 す る た め の 記 録 チ ャ ネ ル が ２ ～ ４ 基 備 え ら れ て い る 。 ど
の チ ャ ネ ル で 光 が 検 出 さ れ る か の 確 認 の た め に は 、 試 料 に 対 し て 、 ｎ ／ ４ 回 の 走 査 及 び ま
た 照 明 を 行 わ ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 過 程 は 労 力 を 要 し 、 時 間 の ロ ス に な る ば か り か 、 レ ー ザ 光 に よ り 試 料 に 不 必 要 な 負 荷
を か け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
ｎ 基 チ ャ ネ ル 型 検 出 シ ス テ ム Ｄ の 場 合 は 、 増 幅 器 Ｖ の 後 ろ に 、 デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器
に よ っ て 接 続 閾 値 の 設 定 が で き る ｎ 基 の 比 較 器 Ｋ 又 は ト リ ガ （ 各 検 出 チ ャ ネ ル に つ き １ 基
） が 設 置 さ れ て い る 。 そ の 閾 値 は 、 ノ イ ズ 指 数 を 越 え る よ う に 設 定 さ れ る 。 比 較 器 の 出 力
部 は 、 そ れ ぞ れ 共 通 の ク リ ア 入 力 部 Ｃ と 接 続 し て い て コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 る こ と の で き
る レ ジ ス タ Ｒ に 繋 が っ て い る 。 測 定 前 に は レ ジ ス タ （ ｎ 基 、 ビ ッ ト 単 位 ） は 元 通 り に 戻 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
走 査 が 実 行 さ れ て 、 入 力 部 に 設 定 閾 値 を 越 え る 信 号 を 持 つ に 到 っ た 比 較 器 は 接 続 状 態 に な
る 。 例 え ば 波 長 別 に 配 置 さ れ た チ ャ ネ ル で 、 比 較 器 の 接 続 閾 値 を 越 え る 信 号 を 送 信 し な い
も の は 評 価 上 重 要 で な く 、 無 視 で き る か 又 は 総 合 信 号 と 見 な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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比 較 器 が ウ ィ ン ド ウ 型 比 較 器 の 形 態 を 取 る も の で あ っ て 、 両 接 続 閾 値 （ 上 限 及 び 下 限 ） が
（ 例 え ば デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 を 通 じ て ） 設 定 可 能 で あ れ ば 、 閾 値 内 だ け の 信 号 と 閾
値 外 （ 閾 値 以 下 又 は 閾 値 以 上 ） と の 信 号 に 分 け て 評 価 す る こ と が で き る 。 走 査 後 に は 既 に
、 ｎ 基 の ビ ッ ト 単 位 レ ジ ス タ に よ り 、 ｎ 基 チ ャ ネ ル の う ち の 何 れ で デ ー タ 取 得 で き る か を
読 み 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
検 出 器 が ス ペ ク ト ル 別 に 配 置 さ れ て い る 限 り （ 配 置 態 様 は 問 わ れ な い ） 、 レ ジ ス タ が 即 座
に 検 出 光 の ス ペ ク ト ル 成 分 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る 。
こ の 情 報 は 、 ｎ 基 チ ャ ネ ル 型 シ ス テ ム を 正 し く 設 定 す る 上 で 重 要 な 要 素 で あ る 。 こ の 情 報
に よ っ て 、 主 観 的 ミ ス を 犯 す こ と な く す べ て の チ ャ ネ ル を 対 応 波 長 に 適 合 さ せ る こ と が で
き る 。 そ れ に よ り 、 ス ペ ク ト ル 記 録 に つ い て シ ス テ ム 自 動 制 御 （ オ ン ラ イ ン ） の 可 能 性 が
生 ま れ て く る 。 そ れ ば か り か 、 手 動 操 作 に お け る 最 適 選 択 （ オ フ ラ イ ン ） の た め の 指 針 も
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 基 づ く 方 法 の 長 所 は 次 の 諸 点 で あ る ：
・ 　 ｎ 基 チ ャ ネ ル 型 検 出 シ ス テ ム の 場 合 で は 、 能 動 チ ャ ネ ル に 関 し て 即 座 に 情 報 が 得 ら れ
る 。
・ 　 ｎ 基 検 出 チ ャ ネ ル が ス ペ ク ト ル 対 応 の 配 置 に な っ て い れ ば 、 ス ペ ク ト ル 成 分 に 関 す る
情 報 が 即 座 に 表 示 で き る 。
・ 　 記 録 チ ャ ネ ル よ り 数 多 く の 検 出 チ ャ ネ ル が 設 置 さ れ て い れ ば 、 デ ー タ 存 在 位 置 の 確 認
に 度 重 な る 走 査 は 不 要 で あ る 。 即 ち 試 料 負 荷 が 小 さ い 。
・ 　 能 動 チ ャ ネ ル の 把 握 に よ り 、 シ ス テ ム が 自 動 的 に 配 置 設 定 す る こ と が で き る 。 （ 能 動
チ ャ ネ ル 及 び フ ィ ル タ の 組 合 せ に お け る 波 長 別 の 設 定 ）
・ 　 当 シ ス テ ム は デ ー タ 所 在 チ ャ ネ ル を そ の 波 長 と 共 に 表 示 す る 。 こ の 情 報 に よ っ て 、 手
動 シ ス テ ム 設 定 の 場 合 の よ う に 操 作 者 が 時 間 を か け て 試 料 記 録 す る 必 要 は な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 接 続 原 理 を 示 す
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【 図 １ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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